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。



衆
議
院
議
員
鉢
呂
吉
雄
君
提
出
積
丹
岳
に
お
け
る
山
岳
遭
難
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
中
に
発
生
し
た
山
岳
遭
難
（
登
山
等
に
よ
る
遭
難
で
あ
っ
て
そ
の
原
因
が
風
水
害
に
よ
ら
な
い
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
で
警
察
庁
が
各
都
道
府
県
警
察
か
ら
報
告
を
受
け
た
も
の
の
件
数
及
び
遭
難
者
数
は
、
北
海
道
警
察
で

百
二
十
八
件
、
百
三
十
九
人
、
青
森
県
警
察
で
四
十
二
件
、
五
十
四
人
、
岩
手
県
警
察
で
三
十
六
件
、
四
十
人
、
宮
城
県
警

察
で
十
八
件
、
二
十
六
人
、
秋
田
県
警
察
で
八
十
五
件
、
九
十
五
人
、
山
形
県
警
察
で
六
十
五
件
、
七
十
一
人
、
福
島
県
警

察
で
六
十
八
件
、
八
十
五
人
、
警
視
庁
で
八
十
四
件
、
九
十
人
、
茨
城
県
警
察
で
九
件
、
十
五
人
、
栃
木
県
警
察
で
二
十
五

件
、
二
十
五
人
、
群
馬
県
警
察
で
四
十
四
件
、
五
十
六
人
、
埼
玉
県
警
察
で
四
十
一
件
、
五
十
二
人
、
千
葉
県
警
察
で
六

件
、
七
人
、
神
奈
川
県
警
察
で
六
十
一
件
、
八
十
人
、
新
潟
県
警
察
で
六
十
四
件
、
七
十
三
人
、
山
梨
県
警
察
で
八
十
八

件
、
百
五
人
、
長
野
県
警
察
で
百
八
十
二
件
、
百
九
十
九
人
、
静
岡
県
警
察
で
六
十
五
件
、
七
十
六
人
、
富
山
県
警
察
で
百

三
十
三
件
、
百
五
十
九
人
、
石
川
県
警
察
で
十
八
件
、
二
十
一
人
、
福
井
県
警
察
で
三
件
、
三
人
、
岐
阜
県
警
察
で
五
十
五

件
、
六
十
七
人
、
愛
知
県
警
察
で
七
件
、
七
人
、
三
重
県
警
察
で
三
十
二
件
、
四
十
人
、
滋
賀
県
警
察
で
三
十
五
件
、
四
十

二
人
、
京
都
府
警
察
で
十
三
件
、
十
六
人
、
大
阪
府
警
察
で
四
件
、
四
人
、
兵
庫
県
警
察
で
四
十
五
件
、
七
十
二
人
、
奈
良

一



県
警
察
で
十
八
件
、
二
十
人
、
和
歌
山
県
警
察
で
八
件
、
十
人
、
鳥
取
県
警
察
で
十
六
件
、
十
八
人
、
島
根
県
警
察
で
一

件
、
一
人
、
岡
山
県
警
察
で
三
件
、
三
人
、
広
島
県
警
察
で
十
一
件
、
二
十
二
人
、
山
口
県
警
察
で
零
件
、
零
人
、
徳
島
県

警
察
で
四
件
、
四
人
、
香
川
県
警
察
で
一
件
、
二
人
、
愛
媛
県
警
察
で
三
十
二
件
、
三
十
四
人
、
高
知
県
警
察
で
二
件
、
二

人
、
福
岡
県
警
察
で
十
二
件
、
十
七
人
、
佐
賀
県
警
察
で
三
件
、
四
人
、
長
崎
県
警
察
で
五
件
、
八
人
、
熊
本
県
警
察
で
七

件
、
十
人
、
大
分
県
警
察
で
二
十
二
件
、
二
十
四
人
、
宮
崎
県
警
察
で
九
件
、
十
人
、
鹿
児
島
県
警
察
で
二
十
一
件
、
二
十

五
人
、
沖
縄
県
警
察
で
零
件
、
零
人
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
山
岳
遭
難
に
係
る
遭
難
者
は
、
山
登
り
、
山
菜
採
り
等
を
目
的
と
し
て
登
山
し
、
道
に
迷
い
、
滑

落
し
、
又
は
転
倒
す
る
な
ど
に
よ
り
遭
難
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
事
故
（
以
下
「
本
件
遭
難
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
山
岳
遭
難
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

二



北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
に
よ
る
遭
難
者
（
以
下
「
本
件
遭
難
者
」
と
い
う
。
）
は
、
登
山
計
画
を
記
載
し
た

書
類
（
以
下
「
登
山
計
画
書
」
と
い
う
。
）
を
同
警
察
に
提
出
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
北
海
道
庁
に
よ
る

と
、
本
件
遭
難
者
は
、
積
丹
町
が
管
理
す
る
山
小
屋
に
置
か
れ
て
い
た
書
面
に
、
氏
名
、
住
所
等
を
記
載
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
登
山
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
登
山
計
画
書
の
提
出
を
受
け
る
機
会
を
活
用
し
て
、
登

山
計
画
に
応
じ
た
装
備
及
び
食
料
の
携
行
の
必
要
性
、
避
難
施
設
、
危
険
箇
所
等
の
位
置
並
び
に
気
象
状
況
に
つ
い
て
教
示

す
る
な
ど
に
よ
り
、
登
山
中
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
通
例
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
遭
難
者

は
登
山
計
画
書
を
同
警
察
に
提
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
警
察
は
本
件
遭
難
者
に
対
す
る
直
接
の
指
導
は
行
っ
て

い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

冬
季
に
お
い
て
登
山
す
る
場
合
に
必
要
な
装
備
品
は
、
個
別
具
体
的
な
登
山
計
画
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般

的
に
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
け
で
山
岳
遭
難
対
策
中
央
協
議
会
が
作
成
し
た
「
冬
山
装
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に

三



掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
防
風
防
水
透
湿
パ
ー
カ
、
防
風
防
水
透
湿
オ
ー
バ
ー
パ
ン
ツ
、
登
山
靴
、
シ
ュ
ラ
フ
、
テ
ン
ト

等
の
装
備
品
を
携
行
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
用
ウ
ェ
ア
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
用
ブ
ー
ツ
、
簡
易
テ
ン
ト
等

を
携
行
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
の
装
備
品
は
、
冬
季
に
お
い
て
登
山
す
る
場
合
に
一
般
的
に
必
要
と
さ
れ
る
装
備

品
と
し
て
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
三
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
登
山
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
登
山
計
画
書
の

提
出
を
受
け
る
機
会
を
活
用
し
て
、
登
山
計
画
に
応
じ
た
装
備
及
び
食
料
の
携
行
の
必
要
性
、
避
難
施
設
、
危
険
箇
所
等
の

位
置
並
び
に
気
象
状
況
に
つ
い
て
教
示
す
る
な
ど
に
よ
り
、
登
山
中
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と

が
通
例
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
遭
難
者
は
登
山
計
画
書
を
同
警
察
に
提
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
警
察
は
本
件
遭

四



難
者
に
対
す
る
直
接
の
指
導
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
庁
に
よ
る
と
、
積
丹
岳
を
登
山
す
る
者
は
登
山
計
画
書
の
提
出
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

山
岳
に
お
け
る
主
な
通
信
手
段
に
は
、
携
帯
電
話
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
簡
易
無
線
等
が
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
に
本
件
遭
難
者
が
積
丹
岳
を
下
山
中
に
道
に
迷
い
遭
難
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
本
件
遭
難
者
は
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
使
用
し
て
本
件
遭
難
者
と
同
行
し
て
入
山
し
た
者
（
以
下
「
同
行

者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
連
絡
を
行
い
、
同
日
午
後
三
時
三
十
七
分
に
同
行
者
が
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
同
警
察
に
対
し

て
通
報
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
に
係
る
救
助
活
動
等
を
行
っ
た
北
海
道
警
察
札
幌
方
面
山
岳
遭
難
救
助
隊
（
以
下
「

五



山
岳
救
助
隊
」
と
い
う
。
）
の
隊
員
は
、
警
察
無
線
及
び
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
、
所
要
の
連
絡
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

総
務
省
と
し
て
は
、
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
携
帯
電
話
利
用
エ
リ
ア
の
拡
大
に
対
す
る
補
助
事
業
を
行
う
ほ
か
、
登
山

者
に
も
使
い
や
す
い
簡
易
無
線
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
制
度
整
備
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
正
午
ご
ろ
（
以
下
「
発
見
時
」
と
い
う
。
）
に
捜
索
活
動
に
従
事
中

の
山
岳
救
助
隊
の
五
人
の
隊
員
が
本
件
遭
難
者
を
発
見
し
、
付
近
で
待
機
中
の
雪
上
車
に
本
件
遭
難
者
を
搬
送
す
る
た
め
に

救
助
活
動
を
開
始
し
た
が
、
救
助
活
動
中
に
本
件
遭
難
者
及
び
三
人
の
隊
員
が
滑
落
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

日
午
後
零
時
五
十
分
ご
ろ
（
以
下
「
再
開
時
」
と
い
う
。
）
に
三
人
の
隊
員
が
救
助
活
動
を
再
開
し
た
が
、
同
日
午
後
一
時

五
十
分
ご
ろ
、
救
助
活
動
に
従
事
す
る
隊
員
を
交
代
さ
せ
る
た
め
に
本
件
遭
難
者
を
乗
せ
た
そ
り
を
樹
木
に
く
く
り
付
け
た

と
こ
ろ
、
当
該
樹
木
が
折
れ
て
本
件
遭
難
者
が
滑
落
し
、
救
助
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
同
月
二
日
午
前
七
時
四
十
分
ご
ろ
に
救
助
活
動
中
の
同
警
察
本
部
地
域
部
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
本
件
遭
難
者
を

六



発
見
し
て
札
幌
医
科
大
学
付
属
病
院
に
搬
送
し
た
が
、
同
日
午
前
八
時
五
十
四
分
に
同
病
院
に
お
い
て
死
亡
が
確
認
さ
れ
、

死
因
は
凍
死
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
は
、
厳
し
い
気
象
状
況
の
中
で
道
に
迷
っ
た
た
め
に
遭
難
し
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
四
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
午
後
三
時
三
十
七

分
に
、
同
行
者
が
、
同
警
察
に
通
報
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
日
午
後
四
時
三
十
分
に
警
察
等
関
係
機
関
が
連
携

を
図
る
た
め
の
現
場
付
近
の
拠
点
（
以
下
「
現
地
拠
点
」
と
い
う
。
）
が
設
置
さ
れ
、
同
月
二
日
午
前
八
時
五
十
四
分
に
本

件
遭
難
者
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
日
午
前
十
時
十
分
に
現
地
拠
点
が
解
散
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
山
岳
救
助
隊
の
編
成
及
び
出
動
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
警
察
山
岳
遭
難
救
助
隊
規
程
（
昭
和
四

十
八
年
北
海
道
警
察
本
部
訓
令
第
二
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。七



北
後
志
消
防
組
合
に
よ
る
と
、
救
助
隊
の
編
成
及
び
出
動
に
つ
い
て
は
、
北
後
志
消
防
組
合
救
助
規
程
（
平
成
四
年
北
後

志
消
防
組
合
規
程
第
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
に
係
る
現
地
拠
点
に
は
、
救
助
活
動
等
を
行
う
北
海
道
警
察
及
び
北
後
志
消
防
組
合

並
び
に
雪
上
車
の
運
転
等
を
行
う
積
丹
町
が
参
集
し
て
い
た
ほ
か
、
延
べ
十
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
捜
索
活
動
に
参
加
し

た
が
、
捜
索
活
動
に
参
加
し
た
民
間
団
体
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
山
岳
救
助
隊
の
隊
長
は
、
同
警
察
本
部
地
域
部
地
域
企
画
課
長
（
以
下
「
地
域
企
画
課
長
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
山
岳
救
助
隊
の
隊
長
は
山
岳
救
助
隊
の
管
理
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
、
隊
員
の
教
養
訓
練
に

関
す
る
こ
と
等
を
行
い
、
山
岳
救
助
隊
の
派
遣
先
の
警
察
署
長
が
山
岳
救
助
隊
の
個
々
の
活
動
を
指
揮
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

八



六
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
山
岳
救
助
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
同
警
察
札
幌
方
面
余
市
警
察
署
長
（
以
下
「
余
市
署
長
」

と
い
う
。
）
が
指
揮
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
発
見
時
に
お
け
る
救
助
活
動
の
方
針
に
つ
い
て
は
余
市
署
長
が
、
再
開
時
に
お
け
る
救
助
活
動

の
方
針
に
つ
い
て
は
救
助
を
行
っ
た
五
人
の
隊
員
の
う
ち
の
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
本
件
遭
難
者
の
健
康
状
態
、
現
場
の
地

形
、
気
象
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
定
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
山
岳
救
助
隊
の
隊
長
で
あ
る
地
域
企
画
課
長
及
び
山
岳
救
助
隊
の
派
遣
先
の
余
市
署
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
山
岳
遭
難
に
お
け
る
救
助
活
動
等
を
指
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

七
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
に
つ
い
て
、
北
海
道
庁
を
通
じ
た
自
衛
隊
へ
の
派
遣
要
請
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
た

九



も
の
の
、
捜
索
活
動
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
遭
難
者
が
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
現
地
拠
点
に
お
い
て
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
派
遣
要
請
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

八
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
平
成
十
八
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
一
月
ま
で
の
間
に
、
登
は
ん
訓
練
、
遭
難
者
の
捜
索
活

動
に
必
要
な
機
器
の
使
用
訓
練
等
を
内
容
と
す
る
捜
索
救
助
活
動
訓
練
を
四
回
実
施
し
、
同
警
察
本
部
警
備
部
機
動
隊
（
以

下
「
機
動
隊
」
と
い
う
。
）
か
ら
延
べ
約
五
十
人
が
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

八
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
を
発
見
し
た
場
所
の
付
近
に
お
い
て
は
、
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
地
形

ぴ

も
把
握
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
般
に
冬
山
に
お
い
て
雪
庇
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
雪
庇
が

形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

八
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
を
発
見
し
た
五
人
の
機
動
隊
の
隊
員
は
山
岳
救
助
隊
の
隊
員
で
あ
り
、
平
成
十
八

一
〇



年
か
ら
平
成
二
十
年
ま
で
の
間
に
、
積
丹
岳
の
ほ
か
、
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
、
無
意
根
山
等
に
お
い
て
、
延
べ
六
十
六
回

に
わ
た
り
、
登
は
ん
訓
練
、
遭
難
者
の
捜
索
活
動
に
必
要
な
機
器
の
使
用
訓
練
等
を
内
容
と
す
る
捜
索
救
助
活
動
訓
練
を
実

施
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

山
岳
救
助
隊
が
本
件
遭
難
者
を
発
見
し
た
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
昼
頃
の
積
丹
岳
を
含
む
北
海
道
後
志
地
方
の
気
象
状

況
は
、
北
の
風
が
強
く
、
雪
で
所
々
で
ふ
ぶ
い
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
発
見
時
に
お
い
て
、
本
件
遭
難
者
は
う
つ
ぶ
せ
に
倒
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

十
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
の
体
力
が
激
し
く
消
耗
し
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
露
営
を
行
う
余
地
は
な
く
、
付

近
に
待
機
中
の
雪
上
車
ま
で
本
件
遭
難
者
を
搬
送
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

十
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
遭
難
者
の
体
力
が
激
し
く
消
耗
し
て
い
た
こ
と
、
雪
崩
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
等
か

一
一



ら
、
露
営
を
行
う
余
地
は
な
く
、
付
近
に
待
機
中
の
雪
上
車
ま
で
本
件
遭
難
者
を
搬
送
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

十
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
登
は
ん
し
て
い
た
斜
面
の
傾
斜
が
約
四
十
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
遭
難
者
を
搬
送
す
る

た
め
に
は
、
本
件
遭
難
者
を
そ
り
に
乗
せ
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
警
察
庁
と
し
て
は
、
気
象
条
件

等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
当
該
判
断
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
同
警
察
本
部
地
域
部
管
理
官
及
び
北
海
道
札
幌
方
面
余
市
警
察
署
次
長
が
、
本
件
遭
難
者
の
遺

族
に
対
し
、
本
件
遭
難
に
係
る
捜
索
救
助
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
気
象
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案

す
る
と
、
当
該
活
動
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
遺
族
に
対
す
る
謝
罪
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
は
、
本
件
遭
難
者
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
、
気
象
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る

一
二



と
、
本
件
遭
難
に
係
る
救
助
活
動
等
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
三


